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6月会議  満場一致で可決！
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補正予算

議案 42 号　令和６年度紫波町一般会計補正予算（第２号）の概要

２．赤石小学校の増築に伴う各費用
大規模な土地開発等による赤石小学校児童数の増加に伴い、教室不足
に対応するため、校舎増築を行う上での設計、駐車場用地取得など。

年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 令和 12 年度
児童数 518 548 595 626 683 737 757
学級数 21 23 25 26 27 28 28

（通常学級） （18） （19） （21） （22） （23） （24） （24）
（特別支援学級） （3） （4） （4） （4） （4） （4） （4）

児童数および学級数の推計 （単位：人、学級）

※令和６年度児童数及び学級数は５月１日現在

4,419万円

３．旧水分小学校　アスベスト撤去処理負担金

石綿（アスベスト）とは？
石綿（アスベスト）は、天然に産する繊維状けい酸塩で「せきめん」「いしわた」と呼ばれ
ています。
その繊維が極めて細いため、研磨機、切断機などの施設での使用や飛散しやすい吹付け
石綿などの除去等において所要の措置を行わないと石綿が飛散して人が吸入してしまう恐
れがあります。石綿（アスベスト）の繊維は、肺繊維症（じん肺）、悪性中皮腫の原因にな
るといわれ、肺がんを起こす可能性がある。

旧校舎利用のためにアスベスト撤去作業
1,161万円

４．議会ペーパーレス化に伴うタブレット導入
効率的かつ円滑な議会運営を推進していく。
会議資料のペーパーレス化や事務作業の軽減化などを図るため、タブレット端末を導入します。
タブレットの導入により、紙資料削減などの経費削減を実現。オンライン行政視察や議会広報紙の校
正作業など、さまざまな場面での活用も図っていきます。

270万円

１．低所得者支援及び定額減税補足給付金

⑴新たに住民税均等割非課税となる世帯へ
　の給付
　【令和６年非課税化給付】

新たに令和６年度住民税均
等割の非課税のみで構成さ
れる世帯の世帯主

１０万円／世帯

⑵新たに住民税均等割のみ課税となる世帯へ
　の給付
　【令和６年均等割のみ課税課給付】

新たに令和６年度住民税所得
割が課せられていない者のみ
で構成される世帯の世帯主

１０万円／世帯

②定額減税しきれないと見込まれる所得水準の
　方への給付
　　   【調整給付】

定額減税可能額が減税額を
上回ると見込まれる所得税
／住民税の納税義務者

左記上回ると
見込まれる額

③低所得者の子育て世帯への加算
　　 【こども加算】

①の給付対象世帯の世帯
主（同一世帯となっている
１８歳以下の児童が対象）

５万円／児童

①
給付額（見込み）

4億1,682万円
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６月議会定例会は、６月３日から１２日までの１０日間の会期
で開かれました。町提出議案は、町税条例の一部改正、令和
５年度一般会計補正予算の専決処分に係る報告など９件で、
請願、発議案を含む 11 案件を審議しました。
一般質問には９人が登壇し、古館駅・日詰駅の無人化に伴う
トイレ利用、公共施設の老朽化、地方公会計、ヤングケアラ
ー支援、農業政策、公共交通、キャリア教育、人材育成、郷
土の歴史教育、子育て環境などの町の考えを質しました。

６月議会　定例会のあらまし

議案等の内容
報告第２号　紫波町税条例の一部を改正する条例の専決処分に係る報告
令和６年３月30日に「地方税法の一部を改正する法律」が公布されたことにより、個人町民税定額減税などに関
する紫波町税条例の一部改正について令和６年３月31日に専決処分したもの。

地方消費税交付金、地方交付税、国・県支出金など歳入の確定と積立金、物件費など歳出の補正及び繰越明許
費などの予算の補正について令和6年3月27日に専決処分したもの。

（歳入歳出予算の補正）
歳入歳出予算の総額にそれぞれ1億774 万円を追加し、総額を169億1,970 万円とする。

報告第３号　令和５年度一般会計補正予算（第13号）の専決処分に係る報告について

報告第４号　令和５年度繰越明許費に係る報告について
令和５年度一般会計予算に係る繰越明許費（事業ごと）を報告。令和 6 年度に繰り越された予算は、町有財産
管理事業（旧長岡小学校）4億3,980 万円など、合計11億 1,770 万円。

報告第５号　令和５年度紫波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）の専決処分に係る報告について
国保支出金、県支出金、繰入金及び諸収入の歳入の確定と保険給付費の補正について令和 6 年3月27日に専決処
分したもの。

（歳入歳出予算の補正）
歳入歳出予算の総額からそれぞれ9,698万円を減額し、総額を31億 8,094 万円とする。

議案第 39 号　紫波町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準（厚生労働省令）の一部改正に伴い、家庭的保育所等における職員
の配置に係る基準を改めるもの。

議案第 41 号　財産（動産）の取得に関し議決を求めることについて
消防団小型動力ポンプ付積載車を買入れしようとするもの。

議案第 42 号　令和６年度紫波町一般会計補正予算（第２号）
令和 6 年度紫波町一般会計予算の歳入歳出の総額にそれぞれ 4億3,897万円を追加し、歳入歳出予算の総額を
156億8,378万円とするもの。

議案第 43 号　令和６年度紫波町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和 6 年度紫波町後期高齢者医療特別会計予算の歳入歳出の総額にそれぞれ70万円を追加し、歳入歳出の総額
を 4億1,350万円とするもの。

6月会議  満場一致で可決！

ொຽͷੜ׆Λ͑ࢧΔ��Ҋ݅Λ৹ٞ

議案第 40 号　紫波町新型コロナウイルス感染症対策特別融資利子補給事業基金条例を廃止する条例
紫波町新型コロナウイルス感染症対策特別融資利子補給事業基金を廃止するもの。

議案第 40 号　紫波町新型コロナウイルス感染症対策特別融資利子補給事業基金条例を廃止する条例議案第 40 号　紫波町新型コロナウイルス感染症対策特別融資利子補給事業基金条例を廃止する条例
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　建設費は国の交付金で負担軽減を見込むが、運
　営費などは調整中。

発議案とは？ 議会の会議において、議員が提出する議案で、
条例案や意見書案、決議案などがあります。

子の利益と命を守る具体的な法整備を！
「離婚後共同親権の民法改正」に伴う法整備等を求める意見書

令和8年施行までに、子の利益の確保を図るため、
具体的な法整備・体制・環境整備・支援策づくりを求める。

共同親権の法整備に向け、意見５項目を意見書として発議しました。

請　願　件　名 請　願　者 紹介議員 付託委員会 委 員 会 結 果 議決結果

離婚後共同親権の民法改正案は廃
案にすることを求める請願

斉藤アツ子
細川惠一
熊谷育子

すこやか
町づくり

その趣旨を採択す
べきもの

可決
（趣旨採択）

4月会議前に受理した請願結果をお知らせします。 令和6年6月12日

請 願    第1320号

請願の趣旨を採択し発議案として国へ意見

紫波町スポーツ交流拠点整備及び紫波町運動公園改修事業
　の請負契約を締結に関し議決を求めることについて

 　　請負契約金額　�ԯ�
���ສԁ

佐々木 純子  議員

老朽化した公共施設を安心安全と利便性を備えた
施設にすることを検討してきたものであり、この
事業により地域課題の解決を期待されることから
賛成。

賛成及川 ひとみ  議員

管理費、光熱費など町の負担が大きくなる。
指定管理になるか、使用料も定まっていない、
追加の整備も不確定であることから反対。

反対

討　論

　維持管理に町の負担が大きくならないか。問 答

発議案    第4号

グルージャ盛岡
クラブハウス整備

  事業内容で激論!!

みなさんからの はこうなりました請願

【請願採択から発議案可決までの経緯】
すこやか町づくり常任委員会が付託を受け、請願審査で「採択すべきもの」としましたが、直後に参議院本会議に
おいて、民法改正案が可決され、請願意見書の効力を失うこととなりました。そこで再審査を行い、請願者の願意
を国に伝えるため、「その趣旨を採択するもの」とするとともに、議員発議案として「離婚後共同親権の民法改正」
に伴う法整備等を求める意見書をまとめ、６月会議において紫波町議会の意志として可決したものです。

令和6年6月12日

紫波町スポーツ交流拠点整

備及び紫波町運動公園改修

事業の請負契約の締結に関

し議決を求めることについて

吉
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和
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上
み
さ
と

鈴
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博
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光
夫
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栄
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一
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々
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子
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谷
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子
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川
　
　
久

及
川
ひ
と
み

細
川
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一

藤
原

惠
子

根
水

康
博

武
田

平
八

賛
　
　
成

反
　
　
対

結
　
　
果

○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × 11 6 可
決

賛否が分かれた議案・請願

※武田平八議員は、議長のため採決に加わっていません。

4 月会議 議案第35号 令和6年4月22日
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令和 6 年 4 月提出議案等 … ２件
（契約 1 件、人事 1 件）

議案37

議案38

紫波町スポーツ交流拠点施設整備及び紫波運
動公園改修事業の請負契約の締結
　請負者 岡崎建設(株)・橘建設(株)特定建
　　　　 設共同企業体

代表者 岡崎建設株式会社 代表取締役 岡崎希裕
　構成員 橘建設株式会社 代表取締役 橘伸也  
紫波町固定資産評価員の選任に関し同意を求
める

補充員には、下記の方々を選任しました。
佐
さ さ き

々木瑞
みつゆき

行さん（日詰地区）、藤
ふ じ い

井 博
ひろし

さん（佐比内地区）、
鱒
ますざわ

沢由
ゆ き お

紀夫さん（水分地区）、鷹
たかのはし

觜好
こ う じ

司さん（古館地区）

令和６年５月提出議案等 … １件
（選挙 1 件）

選挙１ 紫波町選挙管理委員及び補充員の選挙

令和６年６月提出議案等 …11 件
（報告４件、条例２件、取得１件、予算２件、
  請願 1 件、発議案１件）
報告２

報告３

報告４

報告5

議案39

議案40

議案41

議案42

議案43

請願1320

発議案４

紫波町税条例の一部を改正する条例の専決処
分に係る報告 
令和5年度紫波町一般会計補正予算（第13
号）の専決処分に係る報告  
　　　　　　　　　 補正額　  1億774万円 
令和5年度繰越明許費に係る報告 　

繰越額　11億1,770万円 
令和5年度紫波町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第2号）の専決処分に係る報告
　　　　　　　　　 補正額    △9,698万円
紫波町家庭的保育事業等の整備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例
紫波町新型コロナウイルス感染症対策特別融
資利子補給事業基金条例を廃止する条例
財産（動産）の取得

消防団小型動力ポンプ付積載車の取得
仮契約金額　1,509万円

令和6年度紫波町一般会計補正予算（第2号）
　　　　　　　　　 補正額   4億3,897万円 
令和6年度紫波町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第1号）　　補正額　　　     70万円
離婚後共同親権の民法改正案は廃案にするこ
とを求める請願

「離婚後共同親権の民法改正」に伴う法整備
等を求める意見書

６月定例会の傍聴者は延べ２８人。
お越しいただきありがとうございました。

町民一人一人の
未来と暮らしを問う！

髙橋　敬子   6
 ○ 古館駅の無人化に伴う問題について
 ○ 紫波運動公園野球場について
藤原　惠子 6
● 地方公会計の活用について

 ○ ヤングケアラー支援について
● 食料・農業・農村政策の新たな展開

方向に基づく政策について
佐々木純子 6
 ○ 地域公共交通について
● キャリア教育について

北條　　聡 ８
 ○ 日詰駅及び古館駅のトイレ利用について
 ○ 任意団体等の人材育成、担い手確保

に向けた取り組みについて
吉田　和希 ８
 ○ 郷土の歴史伝承について
阿部　秀一 ８
 ○ 公共施設の老朽化について
細川　惠一 10
 ○ 農業課題と町づくりについて
村上みさと 10
● 子育て環境の充実について
● 産前・産後の支援について

 ○ 誰一人取り残されない学びの保障に
ついて

及川ひとみ 10
 ○ 学校部活動の地域移行について
● 事業に対する予算の考え方について

行財政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況、将
来に対する方針などについてただし、あるいは報告や説明を
求めまたはただすことを言います。
　・一問一答　　案件に対する疑問点を一つずつ取り上げ、　
　　　　　　　　答弁を繰り返す
　・一括方式　　質問したい複数の項目を一括で取り上げる
　・質問時間　　一人30分以内（答弁時間は含まない）

一般質問とは？

細
ほそかわ

川栄
えい

子
こ

さん
（志和地区）

藤
ふじ

尾
お

智
とも

子
こ

さん
（赤石地区）

古
ふるだて

舘雅
まさはる

晴さん
（古館地区）

藤
ふじ

田
た

成
せい

輝
き

さん
（赤沢地区）

一般質問

　任期満了に伴う選挙により、選挙管理委員４人、補充員
４人を選任。任期は令和６年６月 1 日から 4 年です。

音声版 QRコードを読み込むだけ！

※次ページからの一般質問の内容は、紙面の都合上○印の
　質問事項を要約して掲載しています。
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３
月
28
日
に
成
立
し
た
国
の
予
算
に
は
、﹁
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
﹂
へ
の
支
援
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
が
、
町
で
は
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。
相
談
窓
口

の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

学
校
生
活
に
影
響
が
生
じ
た
り
、
心
や
体
に
不
調

を
感
じ
る
ほ
ど
の
重
い
負
荷
が
か
か
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
特
に
早
期
の
発
見
や
支
援
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
町
で
は
、
母
子
保
健
や
子
育
て
支

援
等
の
各
種
施
策
・
事
業
を
展
開
す
る
中
で
、
関
係
す

る
機
関
や
団
体
と
の
連
携
会
議
、
当
事
者
ま
た
は
家
族

な
ど
か
ら
の
個
別
相
談
や
情
報
提
供
な
ど
の
機
会
を
通

じ
て
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
県
で
は
、
令
和
４

年
度
か
ら
「
岩
手
県
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
強
化

事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
早
期
発
見
と
必
要
な
支
援

に
繋
げ
て
い
る
。
町
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
形
で
、
相

町
の
目
指
す
将
来
像
と
し
て
﹁
暮
ら
し
心
地
の
良

い
町
﹂
を
掲
げ
て
い
る
町
で
は
、バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

等
の
公
共
交
通
は
地
域
経
済
振
興
に
対
し
て
の
重
要
な

社
会
基
盤
と
言
え
る
が
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
高
齢
化

や
人
員
不
足
か
ら
需
要
に
対
し
て
供
給
が
不
足
し
て
い

る
。
公
共
交
通
の
利
用
実
態
と
商
業
施
設
の
状
況
把
握

の
た
め
、
全
町
民
お
よ
び
紫
波
町
商
工
会
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
働
き
か
け
は
で
き
な
い
か
。

令
和
２
年
の
す
こ
や
か
号
廃
止
と
と
も
に
デ
マ
ン

ド
乗
合
バ
ス
「
し
わ
ま
る
号
」
の
運
行
が
始
ま
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
堅
調
に
利
用
者
を
伸
ば
し
て
い

た
が
、
５
年
度
に
実
施
し
た
町
民
意
識
調
査
で
は
公
共

交
通
の
満
足
度
が
低
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
が
５
類
と
な
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
タ
ク

シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
離
職
が
加
速
し
、
夜
間
の
飲
食
店

古
館
駅
無
人
化
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
い

つ
ど
の
よ
う
な
通
知
が
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
町
か

ら
住
民
へ
の
告
知
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
あ
っ
た
か
。

告
知
が
遅
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
は
、
昨
年
12
月
に
古
館
駅
と
日

詰
駅
を
令
和
６
年
３
月
16
日
か
ら
無
人
化
す
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。
町
民
へ
の
告
知
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

が
本
年
１
月
下
旬
か
ら
駅
に
案
内
を
掲
示
し
て
い
る
。

町
で
は
２
月
８
日
の
地
域
公
共
交
通
会
議
で
情
報
共
有

の
上
、
２
月
14
日
発
行
の
広
報
し
わ
ね
っ
と
２
月
号
で
、

駅
の
無
人
化
に
伴
う
ト
イ
レ
の
閉
鎖
を
告
知
し
て
い
る
。

住
民
へ
の
告
知
は
適
切
な
時
期
に
行
わ
れ
た
と
考
え
て

い
る
。町

に
よ
る
公
衆
ト
イ
レ
の
新
設
、
古
館
駅
の
ト
イ

レ
借
り
上
げ
、
近
隣
の
公
衆
ト
イ
レ
の
案
内
な
ど
、

髙
たかはし

橋 敬
け い こ

子 議員

問町長 利
便
性
向
上
を

地
域
と
一
緒
に
考
え
て
い
く

実
態
を
把
握
し
、
速
や
か
な
対
応
を

負
担
軽
減
に
繋
が
る
支
援
を
行
う

藤
ふじわら

原 惠
け い こ

子 議員

問教育長

移
動
手
段
の
確
保
を

課
題
を
把
握
し
て
い
く

佐
さ さ き

々木 純
じゅんこ

子 議員
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答

答
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談
窓
口
な
ど
の
お
知
ら
せ
も
含
め
、
広
報
紙
な
ど
で
周

知
し
、
心
身
の
負
担
を
抱
え
る
子
ど
も
達
が
声
を
発
し

や
す
い
環
境
を
整
え
、
子
ど
も
本
来
の
生
活
の
確
保
と

負
担
の
軽
減
に
繋
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

こ
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
推
進

法
の
改
正
案
に
つ
い

て
、
早
期
対
応
で
き

る
よ
う
現
場
で
は
よ

く
理
解
さ
れ
て
い
る

か
。

現
在
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
へ
の

支
援
は
法
律
上
、

明
確
な
規
定
が
な

く
、
地
域
ご
と
に
支

援
体
制
の
格
差
が
生

じ
て
い
る
。
こ
ど
も

家
庭
庁
は
改
正
案
で

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
「
家
族
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生

活
上
の
世
話
を
過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
子

ど
も
・
若
者
」
と
定
義
し
、
支
援
の
対
象
と
し
て
明
確

化
す
る
方
針
で
あ
り
、
町
で
も
改
正
案
に
つ
い
て
校
長

会
議
な
ど
で
随
時
周
知
を
進
め
、
理
解
浸
透
を
図
っ
て

い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
、
町
内
各
小
中
学
校
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
児
童
生
徒
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
と
も
継
続
し
て
そ
の
実
態
に
つ
い
て
注
視
し
て
い

く
。 問教育長

運
動
公
園
は
施
設
の
老
朽
化
が
す
す
ん
で
お
り
、

野
球
場
を
含
め
長
期
に
わ
た
る
整
備
構
想
が
必
要

で
は
な
い
か
。

野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、
総
合
体
育
館
な
ど
の
施

設
は
、
点
検
や
修
繕
な
ど
を
実
施
し
、
適
切
な
管

理
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
45
年
以
上
が

経
過
し
た
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
箇
所
も
多
く
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。
現
在
、
陸
上
競
技
場
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
拠

点
施
設
を
整
備
す
る
事
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
を
契

機
と
し
て
、
運
動
公
園
の
あ
り
方
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
充
実
に
向
け
て
、
基
本
構
想
の
検
討
を
進
め

る
。 長

期
の
整
備
構
想
を

答
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を
図
る

問教育長 紫
波
運
動
公
園
野
球
場

利
用
に
お
け
る
移
動
の
需
要
に
対
し
て
供
給
が
不
足
し

て
い
る
。
課
題
を
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
、
町
民
に

対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
準
備
し
、
商
工
会
に
は

状
況
調
査
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
で
も
、
買
い
物
や
お
寺
に
お
参
り
に
利

用
し
た
と
き
帰
る
ま
で
待
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い

う
声
も
あ
る
。
町
内
タ
ク
シ
ー
会
社
の
廃
業
な
ど
、
紫

波
町
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
時
か
ら
状
況
は
変
化

し
て
い
る
。
地
域
交
通
の
現
状
を
受
け
て
、
地
域
公
共

交
通
計
画
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

紫
波
町
地
域
公
共
交
通
計
画
は
３
月
会
議
で
可
決

さ
れ
た
ば
か
り
だ
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

や
交
通
事
業
者
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
、
行
政
と
し
て

何
が
で
き
る
か
十
分
に
検
討
し
、
し
か
る
べ
き
時
点
で

見
直
し
を
し
て
い
く
。

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
電
車
内
の
ト
イ
レ
を
利
用
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
。
町
に
よ
る
公
衆
ト
イ
レ

の
新
設
は
、
維
持
管
理
、
防
犯
面
な
ど
か
ら
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
設
置
す
る
予
定

は
な
い
。
待
合
室
に
近
隣
公
衆
ト
イ
レ
の
案
内
と
し
て

前
郷
公
園
の
利
用
を
掲
示
し
て
い
る
。
町
と
し
て
も
、

駅
舎
の
活
用
や
ト
イ
レ
の
再
開
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

お
り
、
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
。

町長

問町長
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老
朽
化
し
た
施
設
の
維
持
管
理
に
更
新
費
用
が
増

え
る
と
想
定
さ
れ
る
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

に
よ
り
公
共
施
設
の
利
用
状
況
が
変
化
す
る
と
捉
え
る

が
長
期
的
な
整
備
構
想
は
。

現
在
、赤
石
小
学
校
の
増
築
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

消
防
屯
所
の
更
新
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
町
の

公
共
施
設
の
約
40
％
は
老
朽
化
の
対
応
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
の
在
り
方
を
長
期
的
な
視
点
で
判
断
し
て
い

く
。

総
合
体
育
館
、
野
球
場
は
長
寿
命
化
を
図
り
維
持

し
て
い
る
が
安
全
性
に
不
安
と
の
声
が
あ
る
。
現

状
と
今
後
の
対
応
は
。

紫
波
運
動
公
園
内
の
各
施
設
の
安
全
性
と
機
能
維

持
は
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
紫
波

町
体
育
協
会
と
連
携
し
改
修
、
修
繕
を
し
て
い
る
。
令

小
学
校
で
は
必
修
科
目
だ
け
で
な
く
地
域
そ
れ
ぞ

れ
、
地
元
の
歴
史
を
学
ぶ
機
会
、
発
表
す
る
機
会

が
あ
る
。
町
内
に
も
、
数
多
く
の
歴
史
保
存
会
や
歴
史

を
伝
承
し
て
い
る
団
体
が
あ
り
、
多
く
の
歴
史
文
化
を

後
世
に
伝
え
る
べ
く
活
動
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
、
学
校
や
町
が
地
域
独
自
の
学
び
を
与

え
る
た
め
の
伝
承
活
動
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
統
廃
合
や
学
習
指
導
要
領
の
変
遷
を
受
け

て
、
郷
土
の
歴
史
教
育
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
く
の

か
。

郷
土
に
関
す
る
学
習
は
、
義
務
教
育
９
年
間
の
中

で
も
郷
土
に
関
す
る
学
習
時
間
を
最
も
多
く
位
置

づ
け
て
い
る
。
各
小
学
校
で
は
、
当
教
育
委
員
会
発
行

の
社
会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
紫
波
町
」
を
主
教

材
と
し
て
授
業
し
て
い
る
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

令
和
６
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
い
、
日
詰
駅

と
古
館
駅
が
無
人
駅
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ト

イ
レ
が
閉
鎖
さ
れ
、
利
用
者
の
利
便
性
を
欠
い
て
い
る

の
が
現
状
だ
。
車
両
に
ト
イ
レ
は
備
え
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
気
象
状
況
や
車
両
の
故
障
な
ど
で
運
行
に
遅
延

が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
、
利
用
者
の
急
激
な
体
調
変

化
や
長
時
間
待
た
さ
れ
る
こ
と
で
ト
イ
レ
を
利
用
し
た

く
て
も
で
き
な
い
状
況
が
生
ま
れ
る
。
交
通
結
節
点
と

し
て
や
魅
力
向
上
の
た
め
に
、
町
で
施
設
を
借
り
受
け

る
な
ど
で
、
公
衆
ト
イ
レ
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

駅
の
無
人
化
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
っ
て
経
営
の

効
率
化
、
限
ら
れ
た
人
的
資
源
で
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
図
る
た
め
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
町
民
か
ら

も
心
配
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
町
に
よ
る
借
り
上
げ
や
公

衆
ト
イ
レ
設
置
が
で
き
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

利
便
性
を
第
一
に

最
善
を
模
索
し
て
い
く

北
ほうじょう

條 　聡
さとし

議員

問町長

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
保
存
・
継
承
を

吉
よ し だ

田 和
か ず き

希 議員

問

最
適
な
公
共
施
設
整
備
を

長
期
的
な
視
点
で
判
断

阿
あ べ

部 秀
ひでかず

一 議員

問町長問教育長

答

答

答

日
詰
駅
と
古
館
駅
の
ト
イ
レ
利
用

郷
土
の
歴
史
教
育

公
共
施
設
の
老
朽
化

教育長 伝
承
を
後
世
に
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和
４
年
度
は
野
球
場
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
張
替
え
な
ど
の
更

新
、
５
年
度
は
、
総
合
体
育
館
の
東
側
庇ひ

さ
し

防
水
工
事
、

大
ア
リ
ー
ナ
暗
幕
交
換
を
し
て
い
る
。
今
後
も
利
用
者

の
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
、
施
設
機
能
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
計
画
的
に
修
繕
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。

お
い
て
、
町
史
や
史
跡
・
神
社
仏
閣
に
関
す
る
施
設
見

学
や
探
究
的
な
調
べ
学
習
、
郷
土
の
歴
史
に
密
着
し
た

学
習
を
、
各
小
中
学
校
が
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
展

開
し
て
い
る
。
町
に
は
、
国
・
県
・
町
の
指
定
す
る
文

化
財
や
天
然
記
念
物
、
郷
土
芸
能
な
ど
多
く
の
歴
史
的

資
源
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
活
動

し
て
い
る
団
体
も
多
く
あ
る
。
現
在
、
各
学
校
で
は
郷

土
芸
能
の
伝
承
活
動
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
６
つ
の
学

校
区
に
設
置
し
て
い
る
学
校
運
営
協
議
会
の
議
論
の
中

で
、
各
地
域
の
伝
承
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
る
。

公
衆
ト
イ
レ
は
、
維
持
管
理
や
防
犯
面
か
ら
現
状
設

置
す
る
予
定
は
な
い
が
、
駅
の
閉
鎖
さ
れ
た
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
町
の
相
談
に
応
じ
る
と
し
て
い
る
た
め
、
地

区
の
方
々
と
話
し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
。

行
政
区
長
、
民
生
委
員
、
自
治
公
民
館
役
員
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
役
職
が
あ
る
が
、
区
長

や
役
員
交
代
の
成
り
手
が
い
な
い
と
い
う
声
が
町
民
か

ら
上
が
っ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て
い
く
担
い
手
の
育
成
は
急
務
だ

が
、
町
は
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
担
い
手
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
町
は
令
和
３
年
度
に
「
紫
波
町
地
域
づ
く
り

指
針
」
と
し
て
ま
と
め
、
６
年
度
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
導
入
し
て
い
る
。
集
落
支

援
員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配
置
、
中
間
支
援
団
体

へ
の
業
務
委
託
と
合
わ
せ
て
、
地
区
公
民
館
と
連
携
し

な
が
ら
伴
走
支
援
を
行
な
っ
て
い
く
。

早
急
に
手
を
打
つ
べ
き

支
援
し
て
い
く

問

答
任
意
団
体
の
人
材
育
成
、

　
　
　

担
い
手
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

町長

座りにくい野球場の観客席

伝え残したいものがある

総合体育館

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

委
員
会

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

一
般
質
問
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﹁
学
校
に
行
く
の
が
当
た
り
前
﹂
と
の
考
え
か
ら

不
登
校
対
策
は
学
校
復
帰
が
前
提
だ
っ
た
。
し
か

し
、
平
成
27
年
に
教
育
機
会
確
保
法
が
施
行
さ
れ
、
学

校
復
帰
か
ら
﹁
社
会
的
自
立
﹂
を
目
指
す
な
ど
大
き
く

変
わ
っ
た
。

周
知
と
取
り
組
み
は
。

教
育
機
会
確
保
法
の
理
念
の
下
、
校
内
教
育
セ
ン

タ
ー
の
役
割
を
担
う
教
室
の
確
保
と
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
授
業
配
信
な
ど
を
試
行
し
、
個
に
応
じ
た

対
応
を
進
め
て
い
る
。

町
で
は
、
教
育
支
援
教
室
「
は
ば
た
き
」
を
開
設
し

て
お
り
、
児
童
生
徒
を
見
守
り
つ
つ
支
援
や
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル「
こ

と
い
ろ
」
と
連
携
し
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

生
徒
数
の
減
少
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
加

入
、
部
活
動
へ
の
参
加
す
る
・
し
な
い
の
自
由
な

ど
に
よ
り
、
中
学
校
の
部
活
の
数
が
減
少
し
て
い
る
。

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
部
活
動
・
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
の
現
状
は
。

部
活
動
は
任
意
加
入
と
な
り
、
９
割
の
生
徒
が
加

入
。
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
は
生
徒
と
保
護
者
の
責
任

で
参
加
す
る
任
意
活
動
。
紫
波
二
中
と
三
中
で
は
、
こ

こ
数
年
の
間
に
団
体
競
技
の
部
活
動
が
廃
部
に
な
っ
て

お
り
、
他
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
編
成
を
予
定
し
て
い
る

部
も
あ
る
。

地
域
移
行
に
向
け
て
の
計
画
は
。
保
護
者
の
費
用

負
担
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
町
の
支
援
が

必
要
で
は
。

農
業
者
人
口
が
減
少
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
が

担
い
手
な
ど
育
成
と
生
産
基
盤
を
守
る
方
策
は
。

担
い
手
等
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
将
来
的
に
現
在

よ
り
も
少
な
い
人
数
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
対

応
可
能
な
生
産
基
盤
に
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
を
し
て
い
る
。
農
地
の
受
け
皿
と
な
る
経
営
体

や
、
付
加
価
値
の
向
上
を
目
指
す
経
営
体
の
育
成
・
確

保
を
図
り
な
が
ら
、
多
様
な
農
業
人
材
と
と
も
に
、
地

域
内
の
生
産
基
盤
を
維
持
・
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。地

域
の
農
業
を
担
う
形
態
の
経
営
発
展
と
、
農
業
生

産
活
動
に
資
す
る
取
り
組
み
に
対
し
支
援
を
行
う
。

農
業
資
材
高
騰
な
ど
の
影
響
で
生
産
物
販
売
時
に

価
格
転
嫁
で
き
な
い
と
の
切
実
な
声
に
対
し
て
町

と
し
て
の
支
援
は
。

担
い
手
確
保
と
資
材
高
騰
へ
の
支
援
は

多
様
な
人
材
確
保
と
地
産
地
消
を
推
進

細
ほそかわ

川 惠
けいいち

一 議員

問町長

教
育
機
会
確
保
法
の
周
知
は

見
守
り
つ
つ
適
切
に
支
援

村
むらかみ

上 みさと 議員

問

地
域
移
行
に
向
け
て
の
計
画
は

協
議
会
を
立
ち
上
げ
検
討
す
る

及
おいかわ

川 ひとみ 議員

問問

答

答

答

農
業
課
題
と
ま
ち
づ
く
り

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障

中
学
校
の
部
活
動

教育長

教育長

問

一般質問の動
画は QR コー
ドからご覧い
ただけます。

一般質問の動
画は QR コー
ドからご覧い
ただけます。

一般質問の動
画は QR コー
ドからご覧い
ただけます。

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

委
員
会

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

一
般
質
問
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不
登
校
に
悩
ん
で
い
る
家
庭
が
あ
る
。﹁
不
登
校

は
問
題
行
動
で
は
な
い
﹂
な
ど
の
文
言
を
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。
不
登
校
は
誰
に
で
も

起
こ
り
得
る
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
就
学
ガ
イ
ダ
ン

ス
や
新
入
生
説
明
会
で
配
布
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
国
か
ら
の
補
助
金
が

な
く
運
営
が
厳
し
い
。
通
う
児
童
生
徒
に
は
利
用
料
が

発
生
し
、
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
状
況
も
あ
る
。
学

び
の
場
の
確
保
の
た
め
、
県
も
含
め
た
広
域
で
の
支
援

や
町
か
ら
の
補
助
が
で
き
な
い
か
。

教
育
機
会
確
保
法
の
周
知
は
し
て
い
る
が
、
ま
だ

足
り
な
い
と
思
う
。
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
広
域

で
取
り
組
め
る
よ
う
に
県
に
提
言
で
き
る
の
で
お
願
い

を
し
て
い
る
。
町
の
補
助
は
財
政
を
伴
う
も
の
で
あ
り

検
討
課
題
と
し
て
い
る
が
、
時
間
が
か
か
る
。
教
員
委

員
会
と
し
て
は
「
は
ば
た
き
」
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

問

生
産
資
材
の
価
格
高
騰
は
、
農
業
生
産
者
の
経
営

コ
ス
ト
の
増
加
に
直
結
す
る
。
農
産
物
の
価
格

は
、
市
場
原
理
に
基
づ
く
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
に

よ
り
決
定
さ
れ
て
お
り
、
昨
今
は
資
材
価
格
高
騰
分
が

販
売
価
格
へ
転
嫁
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
町
で

は
、
農
産
物
の
再
生
産
を
可
能
と
す
る
資
金
な
ど
の
支

援
策
を
国
・
県
へ
要
望
す
る
。
町
産
農
産
物
を
消
費
す

る
こ
と
が
、
地
域
農
業
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
い
う

意
識
の
醸
成
に
努
め
、
食
料
の
地
産
地
消
を
推
進
し
て

い
く
。

令
和
４
、
５
年
度
に
関
係
者
を
集
め
て
学
習
会
を

開
き
、
６
年
の
２
月
~
３
月
に
小
学
校
高
学
年
児

童
と
中
学
生
に
１
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

６
年
度
は
関
係
者
で
構
成
す
る
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

課
題
の
洗
い
出
し
を
行
う
予
定
だ
が
、
費
用
や
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
課
題
に
な
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
団
体
、
学
校

関
係
者
、
児
童
生
徒
な
ど
と
の
意
見
交
換
や
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
紫
波
町
の
特
色
を
生
か
し
た
部
活
動
の
地

域
移
行
に
向
け
て
、
先
行
事
例
の
検
証
も
含
め
て
順
次

推
進
す
る
。

教育長

教育長

梅雨の合間の麦刈り（日詰地区 営農生産組合）

お困りの方はご相談を

町長

部活動の行方は

担い手確保が課題です

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

委
員
会

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

一
般
質
問
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こんなことやってます
委員会活動 奥

州
市
議
会
を
視
察

紫
波
町
議
会
基
本
条
例
が
、
平
成
26

年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
議
会
改
革
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
検
証
や
見
直
し
を
す

る
際
の
参
考
と
す
る
た
め
、
奥
州
市
議

会
の
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。　
　
　
　

【
奥
州
市
議
会
の
議
会
改
革
】

①
議
会
活
動
が
見
え
る
よ
う
に

・
実
行
計
画
の
目
標
や
工
程
表
の
公
表
、

取
り
組
み
状
況
の
公
表
な
ど

②
広
報
広
聴
活
動
の
充
実
と
強
化

・
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
市
民
参
画
と
市

民
意
見
の
把
握（
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
）

③
政
策
立
案
・
政
策
提
言
サ
イ
ク
ル
の

充
実
と
強
化

・
政
策
提
言
を
付
帯
決
議
し
、

新
年
度
の
予
算
審
査
に
連
動

④
議
員
間
討
議
と
市
民
へ
の
説

明
責
任

・
議
員
間
討
議
の
制
度
化
、

十
分
な
審
議
と
経
過
の
明

確
化

⑤
議
員
の
な
り
手
不
足
解

消
の
調
査
と
対
策

・
模
擬
議
会
、
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ェ

奥
州
市
議
会
は
、
委
員
会
活
動
な
ど

を
情
報
発
信
し
議
会
の
見
え
る
化
を
進

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
意
見
を
把
握

す
る
仕
組
み
づ
く
り
、
政
策
立
案
と
政

策
提
言
サ
イ
ク
ル
を
行
い
、
市
民
に
開

か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
を
参
考
に
当
議
会
の

政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
の
見
直
し
や
政
策

提
言
の
充
実
を
図
り
、
議
会
の
改
革
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

１
．
葛
巻
町
風
力
発
電
施
設
視
察

脱
炭
素
分
野
に
お
け
る
先
進
地
と
し

て
、
葛
巻
町
の
発
電
施
設
を
視
察
に
行

き
ま
し
た
。
全
体
面
積
の
８
割
が
山
林

と
い
う
特
性
を
生
か
し
た
風
力
発
電

と
、
酪
農
が
盛
ん
と
い
う
強
み
を
生
か

し
た
メ
タ
ン
ガ
ス
発
酵
発
電
、
そ
れ
ぞ

れ
の
導
入
の
経
緯
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
発
電
し
た
も
の
を
そ
の
ま

ま
町
内
へ
再
分
配
で
き
な
い
現
状
な
ど

も
聞
き
ま
し
た
。

２
．
大
槌
町
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
株
式
会
社

　
　

視
察

鳥
獣
害
対
策
の
課
題
の
一
つ
に
「
捕

獲
鳥
獣
の
処
理
」
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
。

捕
獲
し
た
鹿
を
食
肉
と
し
て
活
用
す

る
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
株
式
会
社
を
訪
問
し

ま
し
た
。
捕
獲
か
ら
解
体
、
商
品
化
ま

で
の
仕
組
み
の
構
築
や
、
狩
猟
同
行
や

解
体
体
験
の
ツ
ア
ー
化
な
ど
、「
害
獣
」

と
し
て
捕
獲
さ
れ
た
鳥
獣
を
「
ま
ち
の

財
産
」
に
変
え
る
考
え
方
を
研
修
し
ま

し
た
。

３
．
猟
友
会
聞
き
取
り
調
査

鳥
獣
害
対
策
に
お
け
る
捕
獲
の
現
状

を
把
握
す
る
た
め
、
猟
友
会
と
紫
波
町

鳥
獣
害
対
策
実
施
隊
か
ら
聞
き
取
り
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

町
で
は
熊
や
鹿
の
農
作
物
被
害
の

他
、
イ
ノ
シ
シ
の
増
加
や
住
宅
地
へ
の

出
没
な
ど
を
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
担
う
猟
友
会

の
方
々
も
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
で
増

え
る
野
生
鳥
獣
に
対
応
し
き
れ
て
い
な

い
現
状
の
課
題
な
ど
を
再
確
認
し
ま
し

た
。

い
き
い
き
町
づ
く
り

常
任
委
員
会

バイオガスプラントの
説明を受ける委員

MOMIJI（株）視察の様子

総
合
計
画
、
防
災
、
財
政
、
税
金
、
農
業
、

商
工
業
、
有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
を
調
査
し

ま
す
。

い
き
い
き
町
づ
く
り

常
任
委
員
会

議
会
の
進
行
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
、
ス

ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

奥州市議会での視察の様子

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

委
員
会

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

委
員
会
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紫
波
町
議
会
で
は
、
令

和
５
年
９
月
会
議
に
て
Ｉ

Ｔ
推
進
検
討
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
た

活
用
事
例
な
ど
を
調
査
・
研
究

し
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な

ど
の
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
、
紙
資

料
削
減
、
経
費
削
減
の
ほ
か
、
委
員
会

活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用

し
、
効
率
的
で
円
滑
な
議
会
運
営
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
効
果

◆
紙
資
料
を
削
減

当
議
会
で
は
、
全
て
の
会
議
に
お
い

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
目
指
し
ま
す
。

◆
経
費
削
減
効
果

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
伴
い
、
紙
・
印

刷
コ
ス
ト
が
不
要
と
な
る
ほ
か
、
資
料

の
印
刷
や
製
本
、
差
し
替
え
作
業
な
ど

の
事
務
的
負
担
を
軽
減
で
き
、
業
務
の

効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

◆
資
料
の
共
有
・
視
認
性
が
向
上

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
会
議

で
は
画
面
共
有
が
で
き
る
た
め
、
資
料

の
ど
の
部
分
を
説
明
し
て
い
る
か
を
一

目
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
写
真
や
図
解
な
ど
も
表
示
で
き
る

こ
と
か
ら
、
資
料
の
可
視
化
と
視
認
性

が
向
上
し
ま
す
。

◆
議
会
広
報
紙
の
校
正
作
業
を
効
率
化

『
議
会
だ
よ
り
し
わ
』の
校
正
作
業

に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
議
員
間
で
の
校
正
作
業
の
効
率

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
推
進
検
討
委
員
会

こんなことやってます
委員会活動

す
こ
や
か
町
づ
く
り

常
任
委
員
会

１
．
遠
野
市
総
合
食
育
セ
ン
タ
ー

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
へ
の

弁
当
提
供
、
地
産
地
消
の
た
め
の
野
菜

加
工
設
備
の
導
入
、
多
世
代
へ
の
食
育

推
進
拠
点
と
し
て
整
備
。

紫
波
町
の
課
題

築
50
年
以
上
経
つ

給
食
セ
ン
タ
ー

新
施
設
は
維
持
管
理
、
経
済
面
、
災

害
対
策
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
安

全
安
心
・
地
産
地
消
を
考
慮
し
た
施
設

と
な
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

２
．
こ
じ
ゅ
う
ろ
う
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

（
宮
城
県
白
石
市
）

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に

造
ら
れ
た
施
設
。
天
候
を
気
に
せ
ず
楽

し
め
る
屋
内
の
子
ど
も
の
遊
び
場
、
多

世
代
交
流
の
場
が
、
産
直
と
同
じ
敷
地

に
あ
る
こ
と
で
賑
わ
い
を
創
出
し
た
地

域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
。

紫
波
町
の
課
題

核
家
族
で
孤
立
、

雨
の
日
に
遊
べ
な
い
、
施
設
に
よ
っ
て

は
年
齢
制
限
に
よ
り
き
ょ
う
だ
い
が
一

緒
に
利
用
で
き
な
い
、
気
軽
に
遊
べ
る

場
が
少
な
い
。

町
で
も
当
事
者
の
要
望

を
聞
き
、
創
意
工
夫
し
て

子
育
て
支
援
の
施
設
が
必
要

と
考
え
る
。

こ
の
ほ
か
道
路
請
願
の
現

地
調
査
、
学
校
や
学
童
の
視
察
、

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
意
見
交
換
、

請
願
審
査
・
意
見
書
提
出
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

国
保
、
介
護
保
険
、
子
育
て
、

教
育
、
道
路
整
備
、
空
き
家
、

下
水
道
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

2 階から調理の様子を見学

こんな遊び場あったらいいな〜

議
員
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
を
調
査
、
検
討
す
る

特
別
委
員
会

視
察
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

紙からタブレットへ

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

委
員
会

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

委
員
会
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聞かせて聞かせて

まちの声まちの声
貴重なご意見を受け取りました！

～ 議会モニター意見交換会 ～
令和 6 年 5 月 28 日に議会モニターとの意見
交換会を開催し、参加された６人のモニター
から貴重なご意見をいただきました。
広報広聴常任委員会が、議会だより作成のた
めのスキルアップとして受講したこれまでの
研修内容を説明し、議会だよりと一般質問に
ついて、ご意見をいただきました。

今回、はじめての取り組みとして
ファシリテーショングラフィックを
取り入れました！！

２年間、議会モニターを務めていただき、
ありがとうございました。
いただいたご意見をもとに議会活動と親
しみやすい広報広聴活動に取り組んで参
ります。

新たな議会モニターの皆さん
　 阿

あ べ

部 重
し げ お

雄さん（新：星山）
　 小

お が さ わ ら

笠原悦
え つ こ

子さん（再：古館）
　 高

たかはし

橋 吉
よ し み

見さん（再：赤石）
　 山

やまぐち

口 睦
む つ み

美さん（再：赤石）
任期：令和６年６月１ 日から
　　　　　　　　令和８年５月 31 日まで

議会だより
内容が濃く読
みごたえがあ
る。

小
お や ま だ

山田 美
み ち よ

千代さん 山
やまぐち

口 睦
む つ み

美さん 高
たかはし

橋 吉
よ し み

見さん

小
お が さ わ ら

笠原 悦
え つ こ

子さん 北
ほうじょう

條 　京
みさと

さん 阿
あ べ

部 榮
え い こ

子さん

議会だより
表紙の写真はたくさ
んの人が写っていて
良い。

議会だより
文字量と絵や
写真のバラン
スが良い。

一般質問
質問の焦点が
明確になった
と感じた。

一般質問
インターネット
中継の声が聞き
取りにくい印象。

議会だより
「耳でも聞ける
議会だより」に
驚いた。

議会だより
表紙レイアウ
トの横が新鮮。

ファシリテーショングラフィックとは？  発言を記録・図式化したもの

一般質問
議員の発言時間
が 30 分になり、
質問のポイント
が絞れた印象。

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

委
員
会

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

議
会
モ
ニ
タ
ー
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聞かせて聞かせて

まちの声まちの声
町内の方々に寄稿していただきました

子
育
て
し
や
す
い
町

紫
波
町
は
自
然
豊
か
で
遊
ば
せ
る
場

所
も
沢
山
あ
り
、
子
育
て
す
る
に
は
良

い
町
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
目
の

届
く
町
中
で
も
遊
べ
る
よ
う
な
大
型
遊

具
が
あ
る
公
園
や
室
内
施
設
を
設
備
し

て
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
保
育
施
設
も
拡
充
し
て
欲

し
い
で
す
。
私
自
身
、
夫
の
両
親
と
同

居
で
自
営
業
な
の
で
す
が
、
満
２
歳
で

は
地
元
の
保
育
園
に
預
け
ら
れ
ず
に
一

年
待
っ
て
や
っ
と
幼
稚
園
に
預
け
ら
れ

ま
し
た
。
保
育
で
き
な
い
環
境
で
は
な

い
で
す
が
、
や
は
り
仕
事
は
大
変
で
し

た
。

佐
さ さ き

々木  梢
こずえ

さん
（星山地区）

し
わ
し
わ
に
な
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
ず
っ
と
こ
こ
に

昨
年
11
月
、
縁
も
ゆ
か
り
も
無
い
紫

波
町
に
家
族
で
引
っ
越
し
て
き
た
私
た

ち
で
す
が
、
地
域
の
人
た
ち
の
温
か
さ

に
触
れ
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
す
事
が
で

き
て
い
ま
す
。

朝
市
で
賑
わ
う
日
詰
商
店
街
、
桜
が

綺
麗
な
城
山
公
園
、
産
直
や
カ
フ
ェ
が

あ
る
オ
ガ
ー
ル
な
ど
、
こ
ん
な
良
い
環

境
に
住
む
こ
と
が
で
き
て
、
こ
の
町
の

良
い
所
を
存
分
に
満
喫
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
、

サ
イ
ダ
ー
な
ど
お
酒
に
溢
れ
た
町
、
最

高
で
す
！

尾
おがた

形  裕
ゆうすけ

介さん
（日詰地区）

根
ね こ

子  精
せいろう

郎さん
（古館地区）

紫波中央駅のイルミネーション前で

アクアボール（紫波中央駅前）の遊具

議員が依頼に伺った際はご協力をお願いします。

保
育
を
取
り

巻
く
環
境
づ
く

り
は
容
易
で
は

な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
少

し
で
も
い
い
方

向
に
向
く
よ
う

に
お
願
い
し
ま

す
。

高
齢
者
に
感
謝
を

私
は
藍
染
師
で
農
業
で
も
あ
り
ま

す
。
仕
事
柄
、
他
県
や
各
地
方
の
お
客

様
と
お
話
し
す
る
機
会
が
結
構
あ
り
ま

す
が
、
殆
ど
の
お
客
様
は
「
紫
波
町
は

ホ
ン
ト
に
良
い
で
す
ね
え
～
」
と
。

「
そ
う
で
し
ょ
う
。
北
上
川
が
悠
々
と

流
れ
美
し
い
山
々
。
病
院
、ス
ー
パ
ー
、

交
通
の
便
も
良
い
で
す
か
ら
ね
。」
と

言
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
最
近
特
に
思

う
の
は
、
荒
れ
て
し
ま
う
田
ん
ぼ
と
高

齢
者
の
頑
張
り
で
す
。

私
は
今
年
古
希
で
す
が
「
ま
だ
ま
だ

わ
げ
～
な
あ
～
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
確

か
に
傘
寿
を
過
ぎ
た
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
の
農
作
業
を
見
る
と
頭
が
下

が
り
ま
す
。

半
強
制
的
に
高
齢
者
は
の
ん
び
り
と

温
泉
や
行
楽
さ
せ
る
。
休
耕
田
の
活
用

を
若
い
人
達
に
考
察
し
て
も
ら
う
な

ど
、
町
独
特
の
面
白
い
や
り
方
を
期
待

し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ

紫
波
町
ビ
ギ

ナ
ー
で
す
が
、

皆
さ
ん
か
ら

も
っ
と
た
く

さ
ん
の
良
い

所
を
教
え
て

も
ら
っ
て
開

拓
し
て
み
た

い
と
思
い
ま

す
！

議員が依頼に伺った際は
ご協力をお願いします。

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

委
員
会

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

ま
ち
の
声
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発
行
・
編
集
責
任
者

議
　
　
長

武
田

平
八

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

鈴
木
　
　
博

副
委
員
長

佐
々
木
純
子

委
　
　
員

吉
田

和
希

　
　
　
　
　
　
村
上
み
さ
と

　
　
　
　
　
　
佐
藤

光
夫

　
　
　
　
　
　
橋
浦

栄
一

　
　
　
　
　
　
及
川
ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町の未来とくらしを話し合う
議会を傍聴しませんか

ペ
ン
を
お
い
て

広
報
広
聴
委
員
会
が
新

し
い
メ
ン
バ
ー
構
成
に
な

り
、１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

５
月
末
の
議
会
モ
ニ
タ
ー

と
の
意
見
交
換
会
で
は
、

「
見
や
す
く
な
っ
た
。」

「
面
白
く
て
読
み
進
み
、

も
う
終
わ
り
か
と
思
っ

た
。」
な
ど
、
好
意
的
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
住
民
の
皆
様
か
ら
も

「
議
会
だ
よ
り
を
見
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
！
」「
わ

か
り
や
す
か
っ
た
！
」
な

ど
の
う
れ
し
い
声
を
い
た

だ
き
、
編
集
者
冥み

ょ
う
り利
に
尽

き
ま
す
。

こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
２
年
目
も
よ
り
わ

か
り
や
す
い
「
議
会
だ
よ

り
」
を
目
指
し
て
一
同
切

磋
琢
磨
し
て
参
り
ま
す
。

佐
藤

光
夫

N
o.210

http://www.town.shiwa.iwate.jp/chosei/1/index.htm
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発
行
　
岩
手
県
紫
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町
議
会

編
集
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り

印
刷
／
㈲
紫
波
印
刷

〒０２８－３３９２
岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
紫
波
中
央
駅
前
二
丁
目
３
番
地
１

TEL （
０１９

）６７２
－ ２１１１　

FAX（
０１９

）６７２
－ ２３１１

植物油インキを使用しています

議会からのお願い 議会だよりの取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

表紙の写真
めっちゃカッコイイ!!

役
場
庁
舎
３
階
の
議
場
に
行

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

町
の
未
来
や
町
民
の
く
ら
し

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事
が
話

し
合
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

傍
聴
の
事
前
予
約
は
不
要
で

す
。
役
場
庁
舎
３
階
の
議
会
事
務

局
で
傍
聴
券
を
受
け
取
れ
ば
議

場
に
入
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
議
場
に
来
ら
れ
な
い
方

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
般
質
問

な
ど
が
視
聴
で
き
ま
す
。﹃
紫
波

町
議
会
中
継
﹄で
検
索
く
だ
さ
い
。

議会の活動を紹介します

笑顔あふれる日詰 4.5.9 区チーム

町
民
の
皆
さ
ん
に
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

式典等の公的行事、他機関会議への出席を除く。

・議会運営委員会 2 回

・議会本会議 2 回

・町づくり常任委員会 2 回

・議員研修会 1 回

・議会全員協議会 3 回

・IT 推進検討委員会 1 回

・広報広聴委員会 3 回

・紫波郡町議会議長会 1 回

・議会運営委員会 1 回

・議会本会議 2 回

・町づくり常任委員会 1 回

・議員研修会 2 回

・議会全員協議会 1 回

・予算決算常任委員会 3 回

・IT 推進検討委員会 1 回

・紫波郡町議会議長会 1 回

・議会運営委員会 2 回

・議会本会議 6 回

・議案審査特別委員会 2 回

・広聴広報常任委員会 2 回

・議会全員協議会 1 回

・予算決算常任委員会 8 回

・町づくり常任委員会 2 回

・議会運営委員会 1 回

・議会本会議 1 回

・IT 推進検討委員会 1 回

・政務調査会 1 回

・議会全員協議会 1 回

・町づくり常任委員会 3 回

・広報広聴常任委員会 2 回

・議会運営委員会 3 回

・議会本会議 1 回

・町づくり常任委員会 5 回

・議員研修会 1 回

・議会全員協議会 1 回

・予算決算常任委員会 1 回

・広聴広報常任委員会 3 回

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

町の未来とくらしを話し合う
議会を傍聴しませんか

傍聴席から見た議場

6
月
9
日︵
日
︶に
紫
波
運

動
公
園
で
行
わ
れ
た
３
６
0
歳

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
。
平
沢
上

通
チ
ー
ム
の
応
援
に
来
て
い
た

子
ど
も
た
ち
は
「
お
父
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
め
っ
ち
ゃ
カ

ッ
コ
イ
イ
！！
」
と
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
取
材
し
た
河
川

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
選
手
も
応
援

も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
！

「
み
ん
な
で
飲
む
の
が
楽
し
い

ん
だ
よ
」
は

大
人
の
本
音

で
す
ね
！！




